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蹲

十

四

卷

(

5
四
六)

雜

錄

.

英

國

の

鐵

道

襄

案 

#
道

會
®
の
^

|
か

戰

偷

ょ

：な

.も

僧

9n
す

^

ば

そ

のM 

乘

利

益

は

或

る

割

合

を

以

て

政

府

と

分

割

し

て

未

開

地
 

開

發

紀

資

し

な

 

< て
は
な
ら
ぬ
の
に
、
へ
若
し
利
益
が
戰 

前

ょ

り

も

滅

少

し

た

.
場

合

に

は

そ

0'
不
利
益
は
全
部
會 

爾
で
負
擔
し
な
く
卞
は
な
ら
な
い
か
い
從
て
株
主
の 

利
益
が
充
分
に
保
f

れ

蒙

|

い
と
い
ふ
a

?

右
の
案
^
就
て
は
秫
々
の
非
雛
が
ぁ
る
。
交
通
遒
參 

IK
i
B
^
^
A
r
t
h
u
r 

N
e
a
l

氏
は
o
o
&
e
s
案
を
論
じ
て 
r
Ji

案
の
期
待
す
る
利
益
や
可
能
性
を
實
現
せ
し
め
得
べ
き 

,制
度
S

し
て
は
國
有
を
斷
行
す
る
I:か
然
ら
t

ん
.ば
戰
前 

通

り

の
私
有
制
度
に
復
歸
す
る
か
，の
外
に
は
何
，等
の
方 

策
の
存
ず
る
ぁ
る
を
知
ら
な
い
ぺ
と
云
•つ
て
居
る
。
商 

業
の
大
中
心
地
で
は
此
の
案
ば
殆
ん
e

何
處
で
も

不

評
 

を
賀
っ
て
居
る
、
.做
敦
商
業
會
議
所
.の
有
力
な
る
：一
議 

員

は

「

現
在
の
鐵
道
制
度
に
は
改
善
の
f

が
ぁ
る
け 

れ
ど
も
、
交

通

' «
案
は
唯
さ
へ
商
業
社
會
の
不
游
を
質

笫
十
號 

一
o
八

ひ
居
れ
&

現
狀
.に

®
;
^
多

大

約

を

加

へ

る

化

過

ぎ
 

,
f 

i

r

歎
の
商
人
は
従
來
そ
の
W

業
を
徐
々
に
改
is
l
 

確
立
し
來
つ
た
漸
進
主
義
に
憤
れ
て
居
る
か
ら
多
：卜
の 

經
驗
fc
ょ
6
今
闾
の
交
通
®

案
は
必
ず
や
/
Cの
結
果
ビ 

し
て
道
大
な
る
幾
多
の
@
雛
や
輸
送
上
の
停
滯
を
來
す 

だ
ら
ぅ
ど
い
.ふ

懸

念

を

抱

い

て

居

^

/

寧

ろ

現

制

の

下
 

に
戰
前
通
&

の
經
營
k

ょ

つ

て

是

等

の

困

潴

は

J

7
1# 

ら
れ
る
も
の
と
考
へ
て
居
る
。
自
分
の
意
見
で
は
鐵
遒 

は
m
f

a
ぅ
の
自
由
制
度
^

歸
る
ベ
&

で
あ
つ
て
、
交 

、€

洛
は
時
々
tt
ft
の
有
利H

.

な
.る
每
に
制
度
の
所
逃
叼 

el
善
を
行
ふ
？:
可
^

す
る
も
の
ど
思
^

ど
云
っ
て
岩 

る
、
而
し
て
商
業
社
會
^
於
け
る
多
數
の
人
々
も
亦
之 

と
闾
様
の
意
見
_を
持
つ
て
居
る
や
ぅ
で
あ
る
。

つ

た

四

大

.國

は

其

の

著

名

な

學

者

の

中

尠

く

 V
J

も

各1

. 

名
を
自
然
な
原
因
に
ょ
つ
て
失
つ
た
。
即
ち
ル
グ
ァ
ブ 

ソ
.丨

ル(
L
e
v
i
e
u
r
)

の
.有
益
な
著
作
の
長
き
生
涯
は
此 

の
.
十

年

間

の

始

め

に

方

つ

て

終

•末
し
た
。
蓋
し
彼
は
千 

八
百
五
十
四
年
以
來
佛
II
西
經
濟
史
に
關
す
る
吾
人
の 

,智
識
に
貢
献
し
來
つ
た
が
、
千
九
西
十
ニ
年
典
の
怫
蘭 

西

商
業
史(

H
i
s
t
o
l
v
e

 

d
u

 

C
o
m
m
e
r
c
e

 

d
e

 

la 

F
r
a
n
c
e
)

:

の
第
一
ー
卷
を
.印
刷
に
附
す
る
の
前
死
去
し
た
。
彼
は
生 

.
'
#相
^
i
m大
學
R
於
て
@
.濟
*
に
11
す
る
佛
蘭
.西
.唯
.ー
 

の
講
座
を
古
め
て
ゐ
た"

：

他
素
利
加
に
於
て
は
キ
ャ
レ 

ン
ダ
ー
ヘ
^

自̂
&
1
0
.
が
其
の
初
期
0
著
作
が
約
せ
る
學 

識
の
成
熟
を
示
す
に
至
ら
す
し
て
死
ん
だ
、
.彼
は
靑
年 

©

#
の
典
型
で
ぁ
&
彼
の
影
響
は
生
き
て
ゐ
る
。
獨
逸- 

は
最
早
其
.の
自
前
に
？
彼
の
影
徵
を
廣
布
し
、
經
濟
史. 

に
關
す
る
班
に
周
到
な
特
殊
硏
究
に
對
す
る
彼
の
意
志 

を
充
す
べ
&
弟
子
の
1
鮮
に
：ょ
つ
て
圃
繞
さ
れ
た
シ
ュ 

モ
ー
ラ
I (

S
c
h
i
l
l
e
r
)

の
巨
.大
な
姿
を
持
た
な
い
、

:

歐

米

經

濟

史

界

の

趨

勢

ミ
 

其

の

硏

究

法

:;
;
,
;

(

上)

：

•
''
:

;
木

' 

村

莊

ぺ

.五

，来
國
ミ
ネ
ソ
タ
大
擧
敎
授

H
x
®

 H

ス
。

一
务
ヲ
ス
氏
は
本
午
ー

J

刀
へ 

*

■
グ
..ァ
ー
ト
大
掛
谈
行
の

'
 

T
h
e

 quarterly. Journal of. Economics 

誌
上
に
於
て
經
浒
史
の
現
狀
ミ
姐
し
歐
米
經
濟
.^
界
の
趙
勢
と
.其Q

研 

兜
^
1-
就
：き
評
細
な
る
評
論

4*
試
み
|:
が
、同
論
文
.は
谇
ゃ
綷
濟
史
の
研 

兜
に
多
大
の
興
趣
を
寄
す
§.
#
11
と
つ
て
^
^
に
湖
ず
を
近

^

の
If
J
a 

^
-
0
へ
哜
究
上
亦
參
考
i
マ
べ
咅
點
勘
か
ら
ざ
る
か
以
て
以
f
:i
l
:ハ2>
.大 

?

_
u\
す
る
。 

:

.

.

1
、

'過
去
十
年
間
め
硏
究
：
:'
:
:
'
.
.
-
へ

：

.最
近
®
年
間
の
經
濟
史
界
は
他
の
‘諸
學
の
硏
究
ど
等 

し 
<
世
界
大
戰
の
餘
波
S

し
て 
一
ニ
樣
の
打
擊
を
蒙
り
、

. 

斯
學
に
關
す
る
著
述
の
：出
版
の
減
少W

、

少
狀
有
爲
の 

學
者
若
干
を
戰
場
の
露
と
化
さ
し
む
る
办
損
失
に
遭
遇 

,し
た
。
3?
.這
の
間
、
'從
來
經
濟
史
0
分
».
に
貢
献
し
來
.

第
十
四
卷
ヘ(

一.

四
四
七)

；
-
雜

錄

.
歐
来
經
濟
5

の̂
.趨
勢
と
興
の
昕
究
法

第
十
號

1
0九



,
竿
四
潘
，.

(

一
四
四
.八)

：

雑

.錄

■欧
米
經
濟
m
坪
の
趨
羧
と
典
の
研
究
法 

第

卜

跳

一

シ
ユ
モ
I
ラ
ー
は
歷
史
派
經
濟
學
者
で
あ
つ
^
が
彼
の 

硏
ヌ
方
法
は
經
濟
:*
に
於
け
る
精
到
な
る
硏
究
ど
稱
さ 

れ
12
ア
シ
ユ
レ一

(Ashley)(

fJ:
1

、.

)

ゲ
..イ rGay.)、

セ
.. 

タ
ク
マ
ン(seligmann)

、及
び
ア
ン
ウ
ィ
ン(

U
n
w
i
n
)

等 

の
學
者
に
及
ぼ
し
た
.現
代
に
於
け
み
彼
の
影
響
は 

一
 ̂

前
の
政
治
史
界
k
於
け
る
ラ
シ
ヶ(

R
a
n
k
e
y
0
^
*

{c 

比
敵
す
る
か
も
し
れ
ぬ
、し
か
も
ラ
シ
ケ
の
著
作
は
シ
.ユ
 

モ
I
ラ
ー
の
そ
れ
ょ
ぅ
も
延
^
圓
念
で
あ
る
.と
い
ふ
の 

は
：本
當
ら
し
い
。

、

tf
c
.
l
.
:
經
濟
史
家

.屮
の
光
彩
、サ
ア
。
ウ
イ
リ
ザ
ム

*ア
.
.シ.ユ
レ
ー

II
千

，.
_ 

:.
:九
百
十
九
够
四
月
十
日
其
の
經
濟
史

0
緖
論
に
關
し
て
下

0
如
く
帯
一 

い
?:
、「

私

0
花
校
中
の
敎
猞
は
货
に
ス
タ
タ
ブ
ス

(Stubbs
)

の
削
設
一 

:

に
か
、
る
牛
、
#
歷
史
學
校
に
於
て
歷
史
家
と
し
弋

^
あ
つ
た
。
次

ぎ

\ 

.に
若

-

> 
卒
梁
生

:^
し
.て
私
は

.ア
丨

'ノ
.ル
ド

<
,ト
イ
ゾ

.ビ
ー

. 一(A
r
n
o
l
d
'

一
 

• 

T
o
y
a
b
e
e
〕

の
講
義

-に
\1
ド
ク
印
象
さ
れ
同
氏
の
下

|:
;
转

干

の

個

八

.，
 

:'
-
的

仕

辦

か

し

れ0亦
私

は

偶

々

ク>
タ

フ

，
レ

ス

”
l(CIifre 

Leslie)

•

の
論
文
集
を
見
附
け
れ
、
今
で
も
私
は
其
れ
^
以
て
彼
等
か
餓
ん
だ 

:

'澈
識
せ
る
嵇
神
的
篇
悦
の
怪
し
ぞ
£

1

熱
を
拟
出
す
、
彼
：の
锻
は
私
か

し
ズ
¥

|1
:
シ
ュ
乇
丨
.
.ラ.
.

I 
の
.
^
作

中

 

C
K
l
e
i
n
g
e
w
e
r
b
e

)

，?)i(
l

l

4
、
，

及

,

ひ

シ

エ

ー

ン

：ぺ

 

v

llC
S
C
M
n
b
e
r
g
>
o
z
u
n
f
t
e

 
に

關

广

る.
^
j
i
l
p

k:
* 

私
が
ス
タ

>
:
'
ブ
か
ら
受
け
た
初

#
の

嗜

癖

：炉

桫

濟

的

興

味
4 »
以

て

繼 

續
せ
ら
れ
得
る
カ
法
の

-例
證
か
贬
見
し
た
。
私

!1
ト

ィ

ン

ビ

|
|:
ょ 

つ
て
邻
没
さ

れ
れ
と
は
い
は

-^
い
が
觅
に
灼
刺
戟
さ
れ
た
、
勿
論
典 

の

マ

べ

て

の

翦

に

は

私

が

偷

敦

の

ー

職

、；丄

の

息

：十

で

あ

つ

て

、 

く
眞
而
阁
な
獨
立
敎

.派
の
人
々
か
ら
也
れ

/:
祺
貨
が
在
る

3
旭
ふ
、
 

私
の
初
期
の
す
べ
ご
の
中
批
研
究
の
究
極
は
經
濟
的
狡
途
の
一
般
的 

狀
態
及
、び
殊
に
其
の
最
近
時
の
悄
長
か
_
明
す
ろ
雄
で
わ
つ
た
。

數
月
前
英
國
經
濟
史
家
の
巨
星
た
る
力
ン
一
一
ン
ガ
ム 

(
C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
)

が
死
去
し
れ
。
彼
は
:®
耍
な
且
つ
實
に 

.彼
の
最
初
の
唯
一
の
著
作
を
殘
し
て
死
ん
だ
、
同
書
英 

國
產
業
及
び
商
業
發
達
史
は
千
八
百
八
十
ニ
年
に
出
版 

■̂
れ
其
の
後
數
年
間
に
非
常
^
流
布
し
た
、
同
書
は
英 

國

經

濟*■
の

殆

ざ;^
般
に
H
る
第
一
の
敎
斜
書
で
あ
る 

こ
の
力
.ン
二
ン
ガ
ム
の
著
書
は
屢
冷
枇
評
^
れ
た
、
蓋 

し
同
書
は
觅
に
進
ん
だ
專
_
的
硏
究
0
批
判
に
耐
へ
す
 

重
大
開
題
の
混
.同
あ
り
»
_
_«1
.1
£
す
ベ
き
點
亦
»
ぐ
な 

..
い
が
、
多
く
の
事
實
V
J或
る
闶
果
關
係
を
示
す
'や
ぅ

 ̂

蒐
集
し
殊
に
右
諸
學
實
が
、
經
濟
學
、
政
治
學
及
び
，

1

I

|

k

|
靡

.

I.

I
iI
I.
I
r

.
敎
の
並
节
的
硏
究
を
加
へ
ら
れ
た
る
點
に
於

て
豸
畠
な 

る
：編
貘
.で
あ
る
。
而
し
て
カ
ジ
土
ン
ガ
ム
ば
千
九
西
十 

九
年1

一月
ニ
十
一
一日
自
ら
次
^
の
言
葉
の
中
に
彼
の
初 

期
の
過
程
を
叙
し
^
、「

私
が
經
濟
史
R

1
身
を
捧
ぐ
る 

に
.至
っ
た
の
は
寧
ろ
偶
然
だ
、
經
濟
史
は
最
初
千
八
百 

七
十
八
年
か
ら
劎
橋
の
歷
史
科
纪
於
てJ

«
座
を
有
し
‘ 

た
が
、1，同
主
題
^
關
し
て
敎
授
が
な
か
：っ
た
の
で
、
歷 

史
科
敎
授
會
に
依
っ
て
私
が
斯
學
た
就
い
て
私
0
最
善 

を
盡
す
"
ぅ
に
乞
ば
れ
た
。
，私
I
多
少
經
濟
學
の
智
識
. 

、が
あ
つ
た
の
で
其
の
歷
史
を
編
.む
た
め
に
自
分
の
a
,
#
, 

を
盡
じ
r

^

0敎
利
書
が
非
常
に
必
耍
な
の
を
見
て
千 

八
百
八
十
年
に
興
_れ
を
嘗
が
ぅ
ビ
努
め
た
、
私
は
|&
大 

家
が
、私
が
シ
ヤ
ン
ッ(

s
c
h
a
n
z
)

オ
チ
ェ
ン
コ
ク
ス
キ
I 

(
o
c
h
s
k
o
w
s
k
i
)

及
'プ
レ
ン
タ
ノ (

B
r
e
n
t
a
n
o

)

^
?fi
!
/v
rr 

ビ

い
ふ
事
を
引
®
し
た
の
を
見
る
が
、
然
し
私
の
主
な 

個
人
的
な
且
意
識
し
^
負

偾

ば

.n
;
>
vャ
ー(

R
o
s
e

ぼ 

R
負
ふ
處
で
彼
の
第
十
八
*
紀
英
國
著
作
家
に
關
す
る

|:
-論
文
は
最
も
敎
ゅ
る
處
が
多
か
つ
た
。
私
は
盼
事
評
論 

象
及
び
其
他
の
者
が
何
を
ね
ら
つ
た
か
を
諒
解
し
や
う 

,
:
S試
み
且
つ
出
來
る
限
b
.
,3l
:
の
當
時
の
思
想
の
光
明
の 

.裡
に
其
の
時
の
事
實
を
讀
噯
う
S
試
み
た
。」
,

.，
飜
つ
，て
合
衆
國
は
尙
斯
學
の
開
拓
漭
數
名
を
有
し
て 

ゐ
る
が
殊
k
合
衆
國
產
槃
史
.In

d
l
i
a
l

 

History 

of 

the 

United 

states(I87
s
)

を
初
め
て
書
い
た
ボ
I
レ 

ス(
B
o
n
e
s
)

は
之
ょ
b

\
先
&
に
計
®
し
た
同
性
質
の 

,宽
に
大
な
る
共
.同
箸
作
0
失
敗
し
た
結
果
此
0
著
惟
を： 

.
企
て
た
ビ

言
つ
て
ゐ
る
、
彼
は
廢
趾
の
極
か
ら
す
べ
て 

を
救
つ
た
、
獨
逸
に
は
荷
ブ
レ
ン
タ
ノ
ヾ
し
ビ
ユ
ヒ
ア
ー 

(
B
a
c
h
e
o

が
莊
る
。
但
し
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
は
嚴
格
，k
言
ベ
ば 

經
濟
史
家
で
は
な
い
が
"：

吾
人
が
興
味
を
以
て
期
待
す 

る
彼
の
手
記L

e
b
s
s
e
r
i
n
n
e
r
u
n
g
e
n

の
第
一
卷
は
間
も 

な
く
現
は
れ
る
事
だ
ら
う
、
如
上
の
旣
に
死
し
或
は
考 

齡
を
重
ね
つ
、
ぁ
る
史
家
は
单
く
も
其
の
使
命
を
演
了 

し
た
の
で
.あ
る
が
彼
等
の
影
響
は
現
花
R :
存
續
し
て
居

第
-

F

四
#

2
四
四
九)

.

.歐
来
^'
濟
史
界
.の
^

と̂
^
の
研
想
；法
；

第
十
號
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四
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錄

欧

來

經

濟

史

界

の

趨

勢

w

孤
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研
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法

 

第

十

號

ご

二

.

;,
る
ャ
彼
等
が
其
の
最
盛
期
に
於
て
爲
し
た
る
斯
の
械
の
•人
の
赞
識
^
大
な
る
寄
與
を
爲
し
、
英
國
^
は
此
：の
1
 

硏
究——
廣
汎
な
敵
園
^
宜
る
權
細
な
る
辦
究
は
亦
實
題
化
關
し
ス
コ
ッ
ト(Scott)

及
び
ァ
ン
ク
ィ
ン(

Unwin)

.

. 

.
パ 

..に
最
近
十
ヶ
年
間
に
爲
§
れ
た
の
'で
あ
る
。
 

の
實
献
を
記
錄
す
る
。

.

最
近
^

^
さ
れ
た
多
く
の
#
殊
問
題
の
硏
究
k
就

て

.勞
«
史
に
至
つ
；て
は
今
尙
關
拓
期
だ
、
が
米
國
で
は 

:は
菩
人
は
特
化
宽
要
な
三
筒
の
主
題
を
撰
出
す
事
が
出
ー
コ
ン
モ
ン
ス(

c
o
m
m
o
n
s
)

の
著
書
に
依
.つ
て|

步
を
進 

來
る
、
即
ち
柳
圍(enclosure)
資
本
主
SI
、
勢
働
^.
其

め

^
。
.先
般
歷
史
協
會
の
開
會
中
經
濟
史
に
關
す
る
四
へ 

.

,れ
で
：あ
る
。
.蓋
し
構
園
問
題
_は
龙
西
洋
雨
岸
の
學
者
の
種
の
報
吿
の
中
三 

麗
嫂
を
絞
ゲ
努
カ
を
倾
倒
汶
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

| 

•た
の
は
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
事
賞
.で
あ
る
0
蔻
し
：舍

人

.

.

.

.れ
は
最
近
十
年
間
0
最
も
美
し
き
產
物
0'
ニ
龙
る
タ
> 

の
現
在
の
硏
究
は
資
本
主
義
ミ
勞
働
に
關
す
る
世
界
の

,

: 

ネ
丨
^
ぎ
8
7
>の
兹
書
の
中
に
其
の
]1
點
に
達
し
れ
ノ
|
典

味
?:
'
反

射

し

て

ゐ

る

い

ゾ
ン
バ
ル
ト

(
s
o
m
b
a
3

は
資
本
主
義
に
關
す
る
研
將
來
數
年
：間
の
興
味
の
中
心
を
占
む
べ
し
ビ
い
ふ
結
論 

,

■
究
を
歷
处
的
方
而
導S

た
給
1
人
者
で
あ
：っ
た
:°
彼

.

を
别
く
事
も
避
け
雛
ぃ
、
是
導
の
主
«
^
關
し
て
吾
人 

■ 

,

:

は
1資
本
主
義
の
起
源
的
«
究
^
道
を
拓
き
具
っ
此
の
十
|
は
幾
多
の
研
究
を
必
要
ど
す
る
、
而
し
て
彼
等
が
有
益 

牟
間
に
其
の
發
達
の
心
麵
的
研.

究
に
道
を
拓
い
た
。
彼
次
る
た
め
に
は
是
近
ハ
‘ン
モ
ン
ズ(

H
a
m
B
o
n
d
s
)

に
侬 

.の
：主
要
な
永
久
的
な
著
作
は
他
者
を
刺
戟
す
る
で
あ
ら
.：
'
つ
て
書
か
れ
れ
都
市
勢
.働
者T

o
w
n
.

 L
a
b
o
u
r
e
r

ヒ
い
ふ 

ぅ
'、
而
し
て
ゾ
ン
バ
ル
ト
自
身
の
_
に
於
て
は
パ
イ
，ネ
書
物
の
欉
で
な
く
、
す
.ベ
て
に
先
立
つ
て
公
平
で
あ
り
へ

v
(
H
e
y
n
e
n
)
>
v
^
R
x
h

タ
1
\
1

(strieder)

が
©

客
觀
的
で
な
け
れ
过
な
ら
な
い
。

:

':
'.:
:
.
:-

:

.
:
::.
;
:.
 

.
 

' 

:
一"

:
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

........ 

■

旅

ぃ
若
し
人
を
し
て
最
近
十
年
間
に
出
版
さ
れ
た
.秀

れ

た

；ダ

ム*

ァ
ン
ダー

ソ
ン(

A
d
a

日

>

&
落
0
1
0の
其
れ
の 

—

個
入
の
篆
作
を
跟
げ
し
む
る
«
ら
ば
彼
は
、

コ

ッ

ト

如

&
古
い
紀
事
R
對
す
る
反
動
の
手
段
ど
し
て
其
の
撰 

2)
著
初
期
，の
株
^
會
社
史
，1
0̂

^
0̂

C
o
m
p
a
n
y

 (

vs:

擇
を
行
ひ
、
或
は
其
れ
が
第
十
九
世
紀
の
政
治
歷
史
家 

:1〇

丨1
2出
版)

三
卷
、
尸
ィ
ド
9

1

0

1

)

*
の
^

物
商
0
1
!泛
1:づ

の

稱

]»
す
ベ
き
例
に
傲
..つ
た
の
で
あ
る
か
否
か
を
^
ら 

T
r
a
d
e
r
s

 

(1913
)
.

及
び
v

y

l (Gra
e

の
英
[i
l

田

制

|

な
い
が
、
若
し
後
者
で
あ
つ
た
な
ら
ば
典
の
模
倣
家
は 

E
n
g
l
i
s
h

 

F
i
e
l
d

 S
y
s
t
e
m
(
19

r5 ‘)

を
^

ぐ
る
を
餘
義
な
く 

I

同
時
代
の
外
國
制
度
を
包
括
し
且
つ
ft
較
硏
夂
を
行
ふ 

，せ
ら
る 

>
で
あ
ら
ぅ
0

_

上

の

書

物

が

例

證

す

ん

如

ぐ

|

べ

き

喾

で

あ

る
。

.

.

其
の
進
步
は
著
し
い
、
M
も
そ
ば
い
づ
6
も
®
問
の
論
：j
:
:確
^
時
代
別
に
依
る
研
究
は
シ
ャ\

ッ(scllanz)

ビ 

文
的
の
傾
向
に
あ
つ
た
。
'勿
論M

s
.

反
對
の
極
に
は
多\

 

ロ
'-
](

^

0̂

及
.び
.グ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
ス(

v
f
n
o
g
r
a
d
o
3

の 

少
の
初
步
の
且
つ
一
般
的
叙f

を
目
的
ビ
す
る
無
數
の
：
::
:
•有
力
な
著
#
に
若
干
の
主
張
?:
有
す
る
も
の
で
は

あ

る 

敎
科
皲
が
あ
る
が
今
吾
人
は
是
等
を
診
察
の
範
圍
外
に
へ
―
が
^
而
も
之
^
對
す
る
反
對
が
あ
り
次
第
に
認
識
せ
ら 

:置
く
。
 

ニ

:れ
て
居
る
、
即
ち
此
.0
時
代
別
に
依
る
研
究
は
少
數
0 

:

11、

'經

濟

史

の

時

狀

，別
k
依
る
.研
究
.：
 

' パ

.
ン

學
者Q

本
中
に
於
て
開
題
の
時
代
の
始
と
終
に
石
壁
を 

菩
人
の
見
る
所
に
1-
れ
ば
，經
濟
史
0

»
究
に
方
つ
て
築
か
し
め
る
。
然
る
に
自
然
及
び
社
键
科
學
の
研
館
が 

經
濟
擧
者
は
專
ら
題
目
殊
:̂
其
.の
最
近
の
贤
達
に
興
味
槪
括
さ
れ
る
は
獨
り
發
達
若
し
く
は
進
步
の
理
に
由
る

, 

•
•
•
<
•
•
• 

. 

v 

V 

.. 

' 

-

'を
持

ち

-歷
史
.家
は
朦
史
め
あ
る
時
邦
を
^
殊
化
す
る
へ
.，.も
の
な
の
で
.あ
る
。
免
何
に
其
0
S.
W
か
不
適
當
で
あ 

事

を

好

む

？
，
歷

史

家

は

、
，
か

の

_

_

を

以

て

始

攻

る

ァ
，•
ら
ぅ
^
も

、
‘其
の
人
自
身
の
硏
究
範
圍
紀
於
け
る
發
達 

.
‘

.第
^
四
®

(
1

四
.五
‘

〕
)

.
、雌
：

0

齓
米
經
濟
史
界
の
德
勢
ミ
其
の
研
究
法 

第
十
戤 

一
ニー一



の
發f

の
背
後
め
因
枭
關
係
を
鄕
：解
す
る
事
が
典
の
0 

.が
な
の
た
.
.紙
し
此
の
"事
た
る
往
々
彼
の
到
逮
範
11
1
を
.，
 

超
え
て
居
る
。

ぁ
る
著
名
な
亚
米
利
加
の
經
濟
學
者
は
其
れ
が
現
茌 

と
は
異
つ
て
居
る
ど
い
ふ
事
を
示
す♦ j 

Sを
除
い
て
は 

如
何
な
る
理
由
を
以
て
：も
過
去
を
硏
究
す
る
事
を
賤
し： 

め
て
ゐ
る
。
彼
の
主
張
す
,̂
處
に
據
れ
ば
現
制
度
は
過
. 

.*
か
ら
生
長
し
^
7
?
0で
«
く
.近

代

に

發

達

し

た

種

 々

な
る
必
喪
か
ら
生
じ
:̂
の
で
ぁ
る
。
然
る
^
.
ス
タ
ッ
ブ 

ス
は
之
ビ
_全
く
反
對
に
>
即
ち
31
茌
め
根
は
過
去
：に
深
.：
 

ぐ
橫
は
つ
て
居
る
ど
言
つ
.
^
。
す
べ
て
の
經
濟
史

す

べ
へ 

て
：の
刷
搜
史
は
實
に
是
を
立
證
す
る
。
：夫
の
產
業
革
命「 

は
«
な
る
妣
會
の
早
足
に
過
ぎ
な
か
つ
た
？
敌
ら
く
未 

來
の
、

農
エ
業
に
對
す
る
市
場
の
影
#
及
び
：、资
本 

を
有
す
る
人
間
が
無
資
產
赉
k
對
す
る
支
配
權
の
®!
^
. 

等
に
關
す
る
、——

硏
究
は
詳
細
の
點
£
於
で
、產
業
革

H
、
發
生
的
硏
究 

,

歷
史
上
の
局
限
^
れ
，た

諸

時

期

を

取

扱

ふ

歴

史

家

ヒ 

反
對
の
.極
妃
、
時
を
も
場
所
を
も
知
レ
ぬ
發
生
的
硏
究 

.に
從
ふ
經
濟
學
者
の
多
數
が
あ
る
。
各
研
究
法
の
極
端 

は
等
し
G
桃
斥
す
，ベ
&
で
あ
る
が
然
し
發
生
的
硏
究
の 

利

.益は
餘
办
明
0
に
立
避
せ
ら
れ
た
の
で
之
を
無
視
す 

る
事
は
出
來
な
い
。
如
何
な
る
範
園
に
於
け
る
變
化
の 

本
!1
も
歷
史
の
.踏
段
0
形
體
に
非
ず
し
て
發
達
の
そ
れ 

k
.於
て
重
要
な
る
.も
の
と
し
て
槪
柄
さ
れ
表
现
さ
れ
得
：
 

ら
れ
る
。
數
頁
を
以
て
事
實
0
大
册
を
說
き
明
か
す
事

(

5
並
5

雜

錄

繁

■

患
の
趨
勢
暴
の
研
究
法 

f
.
0 

ニ 

f
 

:

の
欝
を
會
得
す
る
事
が
專
間
家
の
仕
事
な
の
だ
、
其
' 

命
が
か
の
纏
西
革
命
の
如
く
に
徐
々
？

董

運

動

の」

繼
續
で
あ
ぅ

一
抑
揚
で
.あ
る
®
を
示
す
だ
ら
ぅ

o 

ぃ
劃
期
的
な
經
濟
史
硏
究
の
應
用
は
、
典
の
硏
究
さ
る 

、
時
代
が
政
治
的
で
あ
る
場
合
に
最
も
惡
い
’
經
㈣

it 

が1

代
の
政
治
的
#
說
を一

時
に
®

«
し
得
る
事
は
®
 

期
さ
れ
得
な
い
が
、
&.
が
其
の
究
竟
の
目
的
で
*
る
*匕 

.い
ふ
事
は
理
曲
あ
る
希
望
な
の
だ
。

が
出
來
る
。
E
に
最
挪
■か
ら
最
終
ま
で
の
全
局
の
進
展
.
.
.、副
齑
物
を
奪
取
す
る
生
產
上
の
政
策
等
を
忘
却
す
る
.か 

が
會
得
せ
ら
れ
現
茌
ど
過
去
と
が
連
絡
3
れ

る

.0
又
發
.
.
も
知
れ
な
い
。
然
し
研
究
に
先
立
Q
て
豫
め
之
に
備
ふ 

生
的
諸
硏
究
は
他
の
間
.接
な
興
味
な
き
主
題
に
對
し
酵
る
所
が
あ
つ
た
な
も
ば
其
娛
り
を
防
ぐ
事
が
出
來
る
、
 

母
を
供
：へ
る
で
あ
ら
ぅ
。，：失
の
貨
物
の
交
換
が
へ
物
々
,
諸
原
因
を
間
却
す
る
の
罪
は
寧
ろ
其
の
研
究
の
方
法
に 

交
換
、
貨
幣
及
び
信
用
の
三
階
段
を
通
過
し
來
つ
た
S \

あ
ら
す
し
て
學
蔣
個
人
の
特
性
に
あ
る
。

'

い
ふ
ヒ
ル
、デ
ブ
ラ
ン
ド(

m
d
e
b
r
a
n
a
)

の
見
解
は
へ
問
題|

加
之
發
生
的
研
究
法
に
は
結
果
の
演
繹
的
表
現
ビ
對 

の

諸

階

段

を

信

じ

な

い

潘

，の

•研
究
を
刺
戟
し
、
尙
ほ
新
照
し
て
演
靜
的
研
究
法
に
復
：歸
す
る
の
危
險
が
あ
る
;- 

說
の
發
見
を
誘
致
し
、
.且
0
或
る
人
^
ょ
っ
て
は
置
;&
,

此
の
弊
害
の
徵
は
ロ
ィ
ド
0-「

刃
物
商」

の
^

^
あ
る
。
 

誤
S
れ
た
が
而
も
根
本
的
で
あ
る
：貨
物
交
-»
論
上
に
ー
-.
.
.ふ
ザ
ー
ド
孃(Miss. H

a
z
a
r
d
)

の「

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ッ
提 

邦
を
® 
し
た
。
 

|

@
靴
製
造
業「Bo.ot and: S

h
o
e

 

Industrv 

In 

M
a
s
s
a

丨
 

;然

.1
;
乍
ら
如
何
な
る
薇
生
的
硏
究
家
も
其
の
硏
究
法|

を
1
1
5眷)

に
於
て
は
.明
か
に
«
の
著
し
き
も
の
を
見
る
。 

上
の
1
大
映
點
を
認
め
ざ
.;6
を
得
な
い
毛
：の
が
あ
る
。

|

即
ち
ロ
ィ
ド
は
英
國
に
於
け
る
產
業
發
達
に
就
い
て
旣 

即
t>
發
達
の
經
路
を
遡
及
す
る
.場
合
、
原
因
の
研
究
上\

R
認
識
さ
れ
て
居
る
階
段
を
追
ひ
、\

ザ
ー
ド
嬢
は
獨 

.適
當
《
る
#

に
於
て
終
此
す
る
事
が
困
雛
で
あ
る
0
農

逸
史
上
の
そ
れ
に
密
接
し
て
研
究
を
進
め
た
0
其
の
明
. 

業

が

經

過

せ

し

時

期

を

討

究

す

，る

に

方

：つ
：

'て
其
の
諸
變
か
な
危
險
は
如
上
の
歷
史
的
硏
究
が
、
旣
R
認
め
ら
れ 

遷
を
決
す
る
諸
影
響
を
、
例
ば
食
料
品
^
對
す
名
都
市 

'た
る
•發
達
說
：に
對
す
.る
說
明
を
礙
見
す
る
傾
旬
を
生
す

」

の
需
耍
堪
加
、.
若

し
-'
<

は
田
園
か
ら
其
の
製
出
さ
れ
^

£

べ
き
事
で
あ
る
。

• 

• 

* 

.

第

十

四

卷

(
.
1

四
苹
3)

離
錄
軟
米
經
濟
史
堺
の
趟

f

j
其
の研̂
法
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纸

十

四

怨(

こ
四
觅
四)

' 

雜

.
錄 

'
繁
經
濟
史
界
の： .

趨
勢VJ

典
の
研
究
法 

第

十

號

ニ

ム

、

'
.發
生
的
矾
究
S

S

較
硏
究
S

S

,
ぬ
。
遠
く
棄
し
て
諸
地
諸
大
陸
£

け
る
並
行
的
發
達
を
基
礎
ビ 

放
す
る
者
は
同
时
に
廣
い
鉈
匮
を
歧
涉
す
る
事
は
出
來
す
る
一
箇
の
M

R
一
層
太
な
る
發
生
史
を
创
造
す
る
事 

■

價
値
あ
る
比
較
を
行
ふ
事
气
.狭
い
研
蕾
‘基

化

在

る

。
近
■代
®
人

S

族
的
狀
態
の
硏
究
に
® 
く
古 

ぐ
一
般
化
の
防
t

義

時

適

し

な

代

羅

愛

の

硏

究

は

比

鞅

研

究

が

.如
何
§

生
的
S

 

.し
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で_
宗
敎
及
び
言
語
學
±
の
此
較
|
り
つ
、
あ
る
か
を
承
し
て
居
る
。
か
の
世
界
の
邊
地
に 

硏
究
の
成
功
に
對
し
て
歷
史
の
此
較
還
の
を
れ
も
枏I

あ
つ
て
傅
道
師
等
が
吾
人
の
爲
め
に
な
し
つ
、
あ
る
諸 

'

並
I

で
、特
に
ダ
-
_

 

、ノ

硏
f

之
|

織
立
て
利
用
す
I

等
S

機
關
I

 

ス
キ
ン
：ス

(
H
a
s
k

B-s
)

の
那
耳
曼
制
度
史
、
マ
ィ
ッ
チ
ン
へ
た
な
ら
ば
亦
乙
の
«
の
硏
究
に
貢
献
す
る
處
多
い
で 

1

,

^
 

1

5

0
 

; 

•

す
る
著
述
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
然

し

又

或

る

意

味

:
此
の
發
生
饷
硏
究
の
見
地
は
ヘ
シ
ォ
ド(

系

55
.
00,)

及 

に
於
て
發
生
的
¥
洗
は
本
來
比
較
的
で
あ
る
。1

の
制
び
へ
ゥ
ァ
ー

デ
ル(Vergii)

の
昔
に
.遡
る
事
が
出
來
る
潘
で 

度
を
他
の
制
度
^
比
較
す
る
0
で
は
な
ぐ
て
寧
ろ
|
時

|
あ
つ
て
、
近
時
に
至
つ
て
は
.ス
ト
ー
チ(storch)
、

リ
ス
；
 

代
を
他
'の
時
代
ビ
比
較
す
る
も
の
で
あ
る
:0
如
上
の
比
|

ト
9
息

、
ロ
ッ
シ
ァ
、
シ
ュ
モ
 ̂

へ
ァ

K

.

リ

較

甚

？

4
1ず
る
利
益
は
蟹
議
に
常
に
‘隨

伴

す

.
ょ
つ
て
經
濟
的
發
蕾
應
用
さ
れ
た
。
興
れ
は
新
舊
雨 

る
缺
筋
.ブ
る
を
代
菌
を
防
：北
し
得
る
等
あ
る
。
勿

.し
學
派
k
特
別
の
關
係
な
き
懸
史
派
經
濟
學
で
あ
る
。
其 

論

蕾

證

は

生

物

學

5

5

て
は
普
通
S

?

 

I

理
的
結
果
は
發
生
的
經
濟
學
若
し
く
は
響
寧
史 

「

：

I

s

的
及
び
發
生
§

究
の
外
見
上
の
.霖

を

放

で

あ

る

。
兹
S

意

す

べ

き

は

：其

れ

は

經

濟

史

で

な

く

I
[

I

i
I!
1
I

I
I

且
つ
決
し
て
經
濟
史
と
し
て
取
扱
は
れ
得
な
い
事
で
あ 

る
。
即
ち
前
者
は
過
去
に
#
し

た
學
說
を
取
极
ひ
、
後 

者
は
過
去
の
事
實
を
取
极
.ふ
の
.で

あ

る..
0

然

し

發

生

的
 

經
濟
學
は
經
濟
史
其
者
に
對
じ
て
一
箇
の
刺
戟
た
る
べ 

く
、
且
つ
其
れ
は
經
濟
學
者
及
び
社
#
學
者
に
割
し
、
 

若
し
此
の
硏
究
あ
ら
ざ
れ 
'は
彼
等
の
達
す
る
能
は
ざ

る 

處
に
あ
る
材
料
を
其
の
_
用

に

供

す

：る

に

_

る

の

で

あ 

る
:'
9
往
令
歷
史
家
ね
现
|
家
が
旗
始
時
代
か
ら1

蹯
し 

て
産
業
革
命
を
以
て
始
ま
る
時
代
に
論
究
す
る
事
及
び 

其
中
間
に
介
花
す
る
時
代
0
精
細
*
歷
史
的
發
腰
を
無 

覦
す
る
無
頓
着
を
怪
む
の
で
あ

る
が
>
恰
1
發
4 *
的
經 

濟
學
が
踏
み
入
る
の
は
此
の
所
で
：あ
る
：、
收
約
的
な
精 

細
な
歷
史
的
研
究
と
主
要
な
：發
達
の
理
論
的
表
明
ど
の 

問
に
失
は
れ
た
連
領
夺
供
す
る
事
即
ん
之
れ
で
あ
る
。

:
§
!

、
經
濟
史
0
內
容
.

-

V

、
:
^

一.
次

U

事
*
の
硏
究
0
上
^
醅
酔
す
る
鄉
論
の

結
果
仅 

.對
す
る
菩
人
の
#
仰
が
必
ず
し
も
當
&
ざ
る
事
を
吿
©

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヽ
經
濟
史
は
滅
代
の
間
經
濟
理 

論
家
に
ょ
つ
て
取
扱
は
れ
た
が
斯
學
は
嘗
て
逾
當
な
る 

內
容
游
し
ぐ
は
經
濟
學
典
れ
向
身
の
範
圍
妓
比
較
す
ベ 

§
經
濟
史
_
身
の
範
豳
の
解
析
を
進
め
な
か
つ
れ
。
か 

く
し
て
經
濟
史
の
內
容
は
千
七
西
五
十
年
を
ら
千
八
西 

五
十
年
^
至
る
時
代
の
經
濟
史
家
糾
ち
ァ
y
x
丨

メ

ン 

(

>
a
をM

s
o
n

 )

、
ギ
ュ
1
リ
ッ
ヒ(

G
i
i
u
c
h)

、
及
ブ
ト
ォ
レ
ン
ス

H
o
r
r
e
l

の
如
き
歷
史
家
の
實
鲼
fc
據
つ
て
大
體
極
め 

ら
れ
れ
の
で
ぁ
る
、
而
し
て
正
に
ト
ォ
レ
ン
ス
は
產
業 

‘史Industrial 

History〔

千
八
1?
四
十
六
年
刊
行〕

を
書 

い
左
第
一
人
*
若
し
く
は
.第
_
j
.人
者
と
い
つ
て
^
支
へ 

な
い
も
の
で
ぁ
つ
れ
。
數
多
の
繼
承
*
ft
ょ
つ
て
用
ひ 

ら
れ
た
此
の
產
業
史
な
る
名
稱
は
大
な
る

a

^

k於
け 

る
產
業
、
換
言
す
れ
ば「

生
產」

に
カ
點
を
置
&「

分
配」 

に
對
し
て
は
容
る
處
な
き
を
意
味
し
て
ゐ
る
、
か
く
て 

經
濟
史
が
第
十
九
世
紀
の
後
年
.に
於
て
歷
史
派
㈣

㈱
學 

の
影
響
の
：下
に
立
て
る
時
其
處
に
分
配
へ
佝
か
ぅ
莕
干

.
第
十
四
盤

 

<
1四
五
五

)

■雑

.

錄

.歐
米
經
濟
史
界
0
:趣
勢
と
其
©
眺
.究
法
.

，第
十
號

•awn*

七



f

l
 

P

Iハ)

•
'雜

.
錄

證

I

I

と
I

I

 

. 

'

I

.
 ニ

」
■賞

f

 

i

ナ

ソ

ド
ノ
ト

.
？

ァ
’

ス
は

2

の

マ

加

.之

.生

產

の

過

蒙

研

究

も

亦

不

完

等

t

o
 
0

.

合
的
^
it
、
經
濟
的
：敎
養
{農
業
以
外
の)

■及
び
.貯
■!
# 

し
ぐ
は
肋
問
的
効
用
の
生
產
は一

般
に
無
視
せ
ら
，̂
 ヽ

最

上
.の
場
合
、に
於
て
も
«
に
'輕
..ぐ
取
扱
は
れ
た
る
に
1 

「

ぎ
な
い

。
.今
や
貯
藏
は
商
業
のI.

鏡

分

の

一

に
しV

、 

其
の
他
の 
一J
K分
€
は
.貨
物
の
運
輸
ど
*
換
ビ
で
あ
る 

而
しV

此
の
ニ
作
用
は
近
世
の
狀
.態
で
は
貯
藏
若
し
く 

•は
倉
雄
の
充
分
に
發
達
‘せ
る
制
度
な
し
^
は
大
な
る

 ̂

I

i\

す
は
れ
指
な
い
の
で
あ
る
。
叉
吾
人
は
之
無
く
し 

て

は

農

.業

も

エ

業

も

行

ひ

得

な

い
の
で
あ
る
。
蓋
し
を 

藏
の
無
視
は
恐
ら
く
は)

」

の
種
の
i

に
對
す
る
中
肋 

(
的
態
度
の
殘
留
で
あ
る
。
常
時
貯
歲
は
無
覦
せ
ら
れ
た 

の
み
な
ら
ず
罪
3
れ
だ
の
で
あ
る
。
然
し
近
時
の
發
進 

は&
人
に
此
作
用
を
觀
取
せ
し
む
る
^
至
つ

た
が
殊
K 

菩
人
が
市
府
の
倉
庫
が
次
な
る

市
場
企
業
の
核
心
と
な 

ぅ
、

地
方
の
穀
物
倉
庫
が
地
方
物
産
の
販
賣
の
み
な
ら

. 

i

•夕
洽
め
ら
の
化
給
物
を
購
入
す
る

“の
機
翻
と
な
、
る

.

.

i 

' 

、.- 

.
#
.
- 

-V、*

歷
史
的
硏
鹿
を
爲
し
.た
が
.其
の
承
襤
潜
は
極
め

て
#
く 

同
：一

程
度
の
勞
猶
に
關
す
4

硏
究
は
赀
無
で
ぁ
っ
：
.た
。
 

ス
テ
‘ッ
フ
-
ン.(

s
l
n
i

 g

蓄
は
構
成
的
若
し
く
は
f 

示

的

な

も

の

を

：立

！

S
せ

ず

、

過

ぐ

る

世

界

戰

饼

の

勃

® 

前
，に

方

；
？

「

黑

死

病

じ

以

來

の

英

國

に

於

げ

る

®

飯
の 

制

限

を

生

題i
し

；て

英«

0
雜

誌

に

數

篇0
論

文

が

現 

れ

て
"
是

箏

はHr
成

り

此

の_
題

に

關

し

ロ

デ
.ァ
ー
ス' 

の
：き

論

を

修'.
I
Eし

た

が

而

も

今

m
ま

で

論

據

を

爾

す

ま 

で

女

筆

し

な.い
：
。
：
之

を

德

す

る

化

歷

史

派

經

濟

學

#

ど 

全

然
.區

別

看

，
、
經

濟

史

家

：は

疴

：ほ

未

だ
「

生

產」
に
« 

^

; *
味
を
有
し
で
居
る
。
屢
々
彼
等
は
生
產
の
要
素
、
; 

——

純
正
の
土
地
擎
勞
働
、
資
本
及
び
^
现
を
取
极
ふ 

が
、
而
も
彼
等
|の
專
ら
與
か
る
所
は
農
業
>

X
業
及
び
. 

商
業
.の
如
き
生
產
の
過
程
^
»1
し
て
g
ぁ
っ
た
、
而
レ 

V

是
等
の
問
經
を
取
扱
ふ
上
に
於
て
も
第
ト
八
|]
1
;紀
^
. 

來

殆

ど

何

等

の

進

步

も

な

か

っ

た

。
.

"
：

を
見
れ
ば
明
か
で
ぁ
る
。

S

T
次
S

第

十

九

幽

紀

®

文

明

史
 

及

び

文

明

史

家

ゝ

ヹ

：

万

里

k o m

wrmn

ジ
I

ル
.や
フ

i

フ
ィ
.タ

、ノ
や
ブ

\

.ク

..

..V.

ル
.ト

：
が

、
.
文

明

パ

史
を
時
好
に
投
せ
し
む
る
'̂
及
ん
で
、
他
の
作
家
壤
も 

彼
等
0
硏
究
法
をT

變
し
て
新
な
る
領
土
に
着
■
す

る
：
 

U

至
つ
た
や
ぅ
で
あ
る
o
.ダ
.タ
ムW

ラ
ン
ヶ
に
師
事
し 

て
双
方
ょ
&
愛

褪

ぜ

ら

れ

た

、

グ
ィ
ク
：
へ
；

ム
。
ァ

f 
ノ
 

,\

ト
は
、
社
會
の
發
M
上
に
於
け
る
法
#
ビ
經
濟
の
地 

位

の
®

ん

ず

ベ

きずj 
S
を

說

き
、
フ

リ

ー

ドレ

ン

ダ

ー 

は
.
'
一

八

六

ー

年
^
羅
馬
帝
國
の
文
明
に
つ
い
て
無
双
の 

活
畫
を
出
版
し
、
•忽
に
し
■て
レ
ツ
キ
ー
の
：合
理
主
義
及

.び
道
德
史
R
閬
す
る
諸
著
が
相
次
い
で
顯
は
れ
た
。
觅 

に
又
グ
レ
ゴ
ロ
フ
ィ
ク
ス
の『

中
世
期
に
於
け
.る
玀
坶 

っ
市』

、：サ
イ
モ
ン
ブ
の『

饼
太
刹
に
於
け
る
文
藝
復
興
/ 

デ
ル
敎
授
の
羅
坶
の
社
會
に
關
す
る
箸
述
《
^
が
、
歷 

史
の
槪
念
を
豐
富
^
し
た
。
知
力
發
展
の
論
述
に
對
し

て
も
、
ロ
ッ
シ
ャ
1
と
ギ
エ
ル
ケ
、
レ
ズ
リ

0
ス
チ
ー
グ
シ 

ど
モ
ー
レ
1
卿
、

ハ
イ

ム
と
ユ
ス
チ
7グ

オ
^
グ
%
フ
ラ 

ン
デ
ス
ヒ
ク
ノ <—

•
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
ょ
つ
て
貴
®
な
る
貢 

献
が
な
さ
れ
た
。
M

&
の
硏
究
法
を
經
濟
の
硏
^

k
取 

入
，れ
し
こ
^
は
、
'社
會
史
妃
興
味
を
向
ぐ
る
こ
^
と
な 

.

.

.
つ
れ
。
ぐ
ラ
.ム
は
曾
て
中
世
'イ
ギ
ジ
ス
の
#

S
生
活
を 

知
b

得
ざ
る
を
遺
慽
S

し
た
の
で
ぁ
つ
た
が
、
ソ
ロ

ル 

ド

。
ロ
ー

ジ
ャ

ー

ス
0
斯
究
は
イ
ギ
リ
ス
農
村
の
歷
史
に 

基
礎
を
作
6
ク
カ
ン
ニ
ン
ガ
ム
は
イ
ギ
リ
ス
の
經
濟
的 

發
厘
を
初
め
て
包
括
的
，̂
敏
査
せ
る
書
物
を
書
い
た
。

ル
、グァ
シ
ュ
ー
ル

.は
佛
li
西
の
勞
働
者
階
級
の
運
命
の
，
 

研
究
に
提
き
.一.生
を
捧
げ
、
ニ
ッ
チ
は
伯
林
大
學
に
於V.

$

四
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四
at
七
：

> 

.雜
錄
，
第十九世組

0
贫
明
史
及
ぴ
.文
明
史
家

第

十

鑛

1

一
九


